















見舞われ、タクシーで最も近い東京女子医大病院に緊急入院した。若い三人の先生が突然に心電図に釘付けになり、式服のままストレッチャーに載せられ手術室に運ばれた。私自身もただ事でないことに気づき、やはり父親が心筋梗塞で急死した時を想い出した。三日後ＣＣＵを出る時に、当時の病院長の優しい細田嵯一先生が「これからのあなたの命を補償し す」といった言葉が強く印象に残っている。その後、生と死が紙一重であることを実感し、死の不安と心の悩みが続い 。 「朝起きると、今 も目が開いた」と想い、今日一日を大切にしようと考えた。死を直前にしてこそ生の貴重さが実感できたと思う。以後、神から贈られた自分の命を大切にしようと考えるようになった。
現在、東京女子医科大学や横浜市立大学医学部で死の問題を含めて「医療倫理」 講義をしている。死の問題につ






きの心境を病床で語った本である。死の準備教育の必要性を説いているが、病床では「死のことだけを考えていた」と述懐している。 私もたけしさんと同じように死 ことを考えていたので この本を感動をもって読んだことを思い出す。
永六輔さんの『大往生』も死を前向きに捉えたユニークな書物である。タブー視されている死がユーモアを交えて
書かれている。 「何か言い残すことは りませんか。自分でご臨終ですと って亡くなった」とか、 「七十歳 過ぎたら医者の扱いが可笑し 。死んだって文句のいえない歳だもの」などである。
水上勉さんの『骨壷の話』は、彼が天安門事件の直後に帰国しようとしたが帰れず、北京で心筋梗塞になり、やっ
と羽田空港に着いた。そこから救急車で病院に直行した時の話から始まっている。彼の心臓は三分の二が壊死してしまい、 死を見つめつつ骨壷作りを始めた。 「集中治療室の思 出」は私自身が体験したことを思い出させ書物な で、あの時のこと 思いつ 読んだ記憶がある。
最後に、Ａデーケン先生 ユーモアは老いと の妙薬』も題名のように死を前向きに説いた面白い本である。そこ
















タブー視していた。しかし、死は必ず自分が引き受け ればならな 事態であることも知って る で、現在の日本人は死を前向きに考えるようになった。だが、 現実には核家族の生活 あり、 肉親 死に立ち会うことが少なくなっ
医療倫理の視点から生と死を考える――『看病用心鈔』を中心に
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ている『看病用心鈔』は表紙が藍で染められており、内部も黄檗で染められ いるため、虫食いもなく、保存状態が大変良好な写本である。漢字と平仮名で記載されてい この写本は応永二〇年（一四一三）に隆暁が筆写してもである。巻末の書誌的な事項には、 「此用心書案悟真寺上人作也云々」とあり、隆暁が推測するのに悟真寺を創設た然阿良忠上人が著したものである 記るされている。第二の写本は京都・常楽台寺に保存されている 『看病用心鈔』で、正応三年（一二九一）に存覚上人によって筆写されたものであ 破損や汚れ 部分が多く、漢字と片仮名で記されている。そこには「鎌倉上人御作
　
私云然阿弥陀仏良忠也」と書かれており、存覚上人は「鎌倉上人を然阿良忠
上人」と解釈している。第三の写本は横浜・金沢文庫所蔵の『看病用心鈔』である。昭和二十八 に金沢文庫長の熊原政男氏が原稿用紙にペンで写された写本で、漢字と平仮名で示さ い こ 写本の原本は東京大崎・専修寺ものを戦前に石井教導氏が写したも である。それを大戦後に熊原氏が筆写した が金沢文庫本である。現在、大崎・専修寺の原本は先の大戦で焼失してしまい、また石井教導 の 本も戦後 混乱期 大正大学図書館から紛失し
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た一すちに来迎をまつ心地にすすめなさせ給へく候」と教えている。「病者、食物をねかひとめて、まめやかに執念をもとめ」ているので、 「臨終病床にのそむてハ、殊更ニ仏の制止給へる事也」と いて聞かせ、欲心を起させないようにすべきである。また、臨死者に「何か食べたいものがあるか」とか、 「遺言があるか」も聞い もいけない。それは臨死者の「心のみたるる故なり」として戒めて る。「一、死後の事ハ兼ねてしるしおきて候へハ」と、最期の臨終においても臨死者が 念仏往生こそたいせつに候へ」と分かるものである。 それは 「ひとへに欣求のおもひに住し、 来迎をのそむ心に、 住せしめんかためなり」 と説 ている。大小便や吐瀉は屏風や障子で隔てた場所でさせ、病人が可能ならば おきてしつへく」させ、重病になったら寝た





































































































































絶対に知ることができない事態であることも知っている。だか こそ死が不安なのである。そこで、私たちは死をタブー視して考えないようにしてきた。しかし、今や避 ることができない事態であるならば、死の準備教育を真剣に前向きに考えようとする動 が起っている。そ 叡智として鎌倉時代の『看病用心鈔』は看取 者と看取られ 者の叡智を展開しているため 、現代のターミナルケア 考える契機にもな と思ったの 、こ シンポジウム 取り上げた次第である。
